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1. はじめに 

 グリーンヒドラ(Hydra viridissima)は、ク

ロレラと相利共生を行う刺胞動物の仲間で、

周辺環境が良好な場合、無性生殖の一様式で

ある出芽を行って個体数を増やす。本校生物

部では、これまで、光の波長や強度、温度、

pH 等の諸条件が、グリーンヒドラの出芽によ

る個体数増加に与える影響について調べてき

た。また、指数関数的個体群成長モデル(1)(2)

を個体群成長の評価に利用して、実験個体群

について、光の波長による個体数変化の定式

化を行い、定量的評価について検討してきた。 

 

2. 目的 

ヒドラは、12 時間明暗周期時に明暗を区別

しそれぞれ異なる反応を示す(金谷ら 20193)、

20204))。今回 12時間明暗周期下のグリーン

ヒドラの出芽による個体数増加を調べ、比較

検討し 12時間明暗周期とヒドラの出芽の関

係について探る。 

3. 方法 

グリーンヒドラ[緑ヒドラ]及びグリーンヒ

ドラの白化個体(トリメトプリムによりクロ

レラを完全に除去した個体)[白ヒドラ]をそ

れぞれ 1個体シャーレに入れ、光照射式培養

器にて、赤色光(660nm) 10µmol/㎡･s のもと、

明暗条件（12 時間明期、12 時間暗記）、連続

明条件（24 時間明期）、連続暗条件（暗室に

て 24時間暗期）、の各条件で 25℃、10～11

日間培養し出芽数、個体数の変化を記録した。

培養液には市販のｐH７の飲料水を用い、1日

1回十分なエサ(Artemia franciscana)を与え

た。 

 

4. 結果 

緑ヒドラにおいて明暗条件、連続明条件、連

続暗条件の個体数増加を調べると明暗条件に

おいてより高い個体数増加を見せた（図 1）。 

増加率も明暗条件は、連続暗条件、連続明条件

より、約 1.06～1.16 倍高くなった(表１)。 

また連続暗条件において次第にクロレラが減

少し、白化していく様子が見られた。 

 

図１ 緑ヒドラ各条件比較 

 

    表１ 緑ヒドラの増加率 

 

白ヒドラにおいて明暗条件、連続明条件、連

続暗条件の個体数増加を調べると緑ヒドラと

同様、明暗条件が連続明条件、連続暗条件より

高い個体数増加を見せた（図 2）。増加率も明

暗条件は、連続暗条件、連続明条件より約 1.14

～1.15 倍高くなった(表 2)。 

 

図２ 白ヒドラ各条件比較 
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   表 2  白ヒドラの増加率 

 

また、白ヒドラでは、連続明条件・連続暗条件

で増加率が同程度の値となった。 

 

4. 考察 

緑ヒドラ、白ヒドラの明暗条件、連続明条件、

連続暗条件の増加率を比較した。緑ヒドラ、白

ヒドラ共に、明暗条件が連続明条件、連続暗条

件より高い増加率であった。また、白ヒドラで

は連続明条件・連続暗条件で増加率が同程度の

値となった。このことから明暗条件により、ヒ

ドラ自体は睡眠に近い現象を引き起こしその

結果、細胞増殖が活性化し出芽が促進されたと

考えられる。 

 

 

  表３ 緑ヒドラと白ヒドラの増加率比 

  

緑ヒドラと白ヒドラの増加率比を比較する

と緑ヒドラがすべての条件下で2割～3割増加

率が上昇している(表３)。よって、共生クロレ

ラによる影響による活性化が見られ、その活性

化の割合は個体数増加率で2割～3割だと言え

る。 

 

5. まとめ 

白ヒドラよりも緑ヒドラの増加率が常に高

く、共生クロレラの有無の影響により、出芽に

影響がでたと考えられる。12 時間明暗条件下

で、緑ヒドラ、白ヒドラ共に増加率が高く、睡

眠に近い周期的な行動 3)4)は、グリーンヒドラ

の出芽促進に大きく影響していると考えられ

る。 

連続暗条件で飼育を続けると共生クロレラ

が減少し、緑ヒドラの白化が見られた。グリー

ンヒドラの共生クロレラは通常植物が持って

いる硝化同化に関わる遺伝子を持たずグリー

ンヒドラの体内で効率よく生きるために特殊

化しているという(濱田ら 20185))。この時の緑

ヒドラと薬品処理により得られた白ヒドラの

増加率に差が出るのかさらに検討していきた

い。 
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連続暗条件 

緑ヒドラ増加率/白ヒドラ増加率＝1.262 

 

明暗条件 

緑ヒドラ増加率/白ヒドラ増加率＝1.265 

 

連続明条件 

緑ヒドラ増加率/白ヒドラ増加率＝1.363 

連続暗条件  0.1979  

連続明条件  0.1999  

明暗条件   0.2286 
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